Omega2x-v3

Omega2x-v2より指数すべり関数によるF関数を修正。

注：モーメントレイト関数の時間ずれは、関数作成時には1/fc（秒）であるが、使用の際は破壊開始時間の時間ずれなどを考慮し、0.5/fc（秒）で行っている（もともと）！

Omega2x-v4

Omega2x-v3より高振動数位相スペクトルを－π～＋πに修正。

・小断層の破壊開始時間のランダム時間ずれ導入にフラッグ（irs）を導入。irs=0とすると、ランダム時間ずれを導入せず。

Omega2x-v5

・小断層モーメントレイト関数の出力（Moment-Rate-Wave-1.csv、Moment-Rate-Wave-2.csv）に破壊開始時間の時間ずれを考慮した。

Omega2x-v6

・大地震の継続時間（TdL）を廃止し、大地震モーメントレイト関数の継続時間を自動設定。

→小断層の破壊開始時間の最大値－最小値に、fcの平均値の逆数を加えた値を使用。

・モーメントレイト関数を０以上とする（下図）→フーリエ振幅スペクトル、モーメント関数も改善！！
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Omega2x-v7

· 小断層のstress drop(bar)かfc(Hz)を選択可能にした。
· →発見！（20081/13）
Omega2x-v8

· expタイプのすべり速度重ね合わせ法でエラーを修正

・omega2x-v9.f

　Omega2x-v8.fの破壊開始時間の分布に、平均遅れ・標準偏差ともに⊿t秒の正規分布を導入
・omega2x-v10.f

　Omega2x-v9.fのF関数のτ補正を、τ/α（指数関数）またはτ/β（入倉関数）を一定値として導入。
・omega2x-v11.f

　Omega2x-v10.fのP・SH震源に加え、SV震源を導入。さらにグリーン関数として、全無限解、遠方近似解としてS波またはP+S波の３者の選択を可能とした。
・omega2x-v12.f

　Omega2x-v11.fのP＋SV震源ではRとZ成分を計算し、R成分をXとYに１／√2倍、SH震源ではT成分を求め、１／√2倍し、それぞれの水平２成分が一様となるようにした。

旧モーメントレイト関数（０以下が有）





新モーメントレイト関数（０以下は無）





旧モーメントレイト関数（０以下が有）





新モーメントレイト関数（０以下は無）





旧モーメント関数（０以下が有）





新モーメント関数（０以下は無）





旧モーメント加速度関数（０以下が有）





新モーメント加速度関数（０以下は無）








